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（No.2,144）〈マーケットレポートNo.4,168〉 

2015年04月30日 米国の金融政策（2015年4月） 
2015年04月22日 2016年の「米大統領選挙」（米国） 
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【米国の実質GDP】

実質GDPは前期比年率、

その他の項目は同寄与度。
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■米商務省は4月29日、1-3月期のGDP統計速報
を発表しました。実質GDP成長率は、前期比年
率＋0.2％と、マイナス成長となった昨年1-3月期
以来の低成長となりました。景気減速の要因の
一部として、寒波や西海岸港湾での流通停滞な
ど一時的な要因が指摘されています。 

■個人消費が同＋1.9％と、寒波の影響がある中
で底堅い成長を示したのに対して、設備投資や
純輸出がマイナス寄与となり、全般に企業部門
の弱さが目立ちました。 

■4-6月期以降は、一時的な下押し要因が薄れ、
通年で3％前後の基調に緩やかに回復する見込
みです。29日に公表されたFOMCの声明文でも、
景気減速は一時的として、緩やかなペースでの
拡大が続くとの判断が示されました。 

景気減速は一時的、株価は企業業績拡大に沿う展開へ 
米GDP統計と米株市場の動向 

■GDP成長率が市場予想（同＋1.0％）を大幅に下
回ったことで、株価とドル相場は下落しています。
統計発表当日と翌30日の2日間で、NYダウは
▲1.5％、ドル指数は同じく▲1.6％下落しました。 

■米国では、景気回復に伴い超緩和的な金融政
策が正常化に向けて動き始めており、今年後半
に利上げ開始が見込まれています。そうしたな
か、景気が予想外に減速したことで、株価の支え
となっていた企業業績の回復に懸念が強まった
ことに加え、利上げが後ずれする思惑も強まり、
両市場の下落につながっています。 

■米国の景気は年後半に向けて緩やかに加速す
ると見込まれます。中国では景気刺激策が見込
まれ、日欧では金融緩和が継続されることから、
世界景気は緩やかな回復の方向と見られます。 

GDPは前期に続き急減速 
一時的な要因が下押し 

株価、ドルはともに下落 
景気の下振れを懸念 

年後半に向け景気と企業業績の回復基調が強まり、株価も底堅い展開へ 

■世界景気の回復を背景に、米国主要企業の業
績も年後半に向けて、底堅い増益基調を続ける
見込みです。株価は、企業業績の拡大に沿った
展開となることが期待されます。 

(注）データは2009年1-3月期～2015年1-3月期。民間国内投資は住宅投資を含む。 
      2015年、2016年はIMFの予想（前年比、2015年4月時点）。 
（出所）米商務省、IMFのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

（注）データは2009年1月1日～2015年4月30日。ドル指数は主要通貨に対する 
   ドルの増価・減価を指数化したもので、上昇はドル高を表す。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

ドル高一服で企業
業績への懸念も一
巡へ。 

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/1244946_1951.html
http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/1244809_1982.html

